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中
国
研
究
集
刊 

剣
号
（
総
五
十
五
号
）
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

一
二
九
︱
一
四
九
頁

中
国
新
出
簡
牘
学
術
調
査
報
告

─
上
海
・
武
漢
・
長
沙
─

中
国
出
土
文
献
研
究
会

一
、
学
術
調
査
の
概
要

二
〇
一
二
年
八
月
二
十
七
日
～
九
月
一
日
、
中
国
出
土
文
献
研

究
会
は
、
中
国
上
海
、
湖
北
省
武
漢
、
湖
南
省
長
沙
に
お
い
て
新

出
簡
牘
資
料
の
学
術
調
査
を
行
っ
た
。

中
国
で
は
、
一
九
九
八
年
に
郭
店
楚
簡
の
全
容
が
公
開
さ
れ
、

二
〇
〇
一
年
か
ら
は
上
博
楚
簡
を
分
冊
方
式
で
公
開
す
る
『
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
刊
行
も
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
近
年
、

里
耶
秦
簡
、
岳
麓
書
院
秦
簡
、
清
華
大
学
竹
簡
、
北
京
大
学
竹
簡

な
ど
の
発
見
・
公
開
も
相
次
ぎ
、
出
土
文
献
研
究
は
、
ま
た
新
た

な
飛
躍
期
に
入
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本
研
究
会
で
は
、
二
〇
一
二
年
七
月

初
め
、
中
国
へ
の
学
術
調
査
旅
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
計
画
を

立
案
し
た
。

八
月
二
十
七
日　

関
空
か
ら
上
海
へ
、
上
海
に
て
研
究
会
開

催
。

二
十
八
日　

午
前
、
上
海
博
物
館
に
て
上
博
楚
簡
閲
覧
。
午

後
、
上
海
か
ら
武
漢
へ
。

二
十
九
日　

午
前
、
湖
北
省
博
物
館
見
学
。
午
後
、
武
漢
大

学
簡
帛
研
究
中
心
に
て
研
究
会
、
座
談
会
。

三
十
日　

午
前
、
武
漢
か
ら
長
沙
へ
。
午
後
、
岳
麓
書
院
に

て
岳
麓
秦
簡
閲
覧
。

三
十
一
日　

午
前
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
訪
問
、
馬
王

堆
漢
墓
跡
見
学
。
午
後
、
長
沙
簡
牘
博
物
館
訪
問
。
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九
月
一
日　

長
沙
か
ら
上
海
経
由
で
帰
国
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
福
田
哲
之
（
島
根
大
学
教
授
）、
竹
田
健

二
（
同
）、
福
田
一
也
（
大
阪
大
学
教
務
補
佐
員
、
大
阪
教
育
大

学
非
常
勤
講
師
）、
白
雨
田
（
大
阪
大
学
教
務
補
佐
員
、
四
天
王

寺
大
学
非
常
勤
講
師
）、
草
野
友
子
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
Ｐ
Ｄ
）、
金
城
未
来
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
院
生
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２
）
お
よ

び
筆
者
（
湯
浅
邦
弘
［
大
阪
大
学
教
授
］）
の
計
七
名
で
あ
る
。

計
画
に
基
づ
き
、
七
月
十
七
日
、
筆
者
が
ま
ず
、
上
海
博
物
館

に
対
し
て
、
訪
問
と
上
博
楚
簡
閲
覧
の
申
請
を
行
っ
た
。
折
り
返

し
、
上
海
博
物
館
か
ら
受
諾
の
連
絡
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、

閲
覧
を
希
望
す
る
資
料
に
つ
い
て
渡
航
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
集
約

し
つ
つ
、
博
物
館
側
と
の
折
衝
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
八
月
六

日
、
以
下
の
上
博
楚
簡
の
閲
覧
申
請
に
つ
い
て
許
可
の
通
知
が
届

い
た
。『

弟
子
問
』（『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
五
分
冊
所

収
）、『
凡
物
流
形
』
甲
本
・
乙
本
、『
武
王
踐
阼
』（
以
上
、

同
第
七
分
冊
所
収
）、『
成
王
既
邦
』、『
李
頌
』、『
蘭
賦
』、

『
命
』、『
王
居
』、『
志
書
乃
言
』、『
有
皇
将
起
』（
以
上
、
同

第
八
分
冊
所
収
）。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
武
漢
、
長
沙
の
訪
問
に
つ
い
て
も
現
地
と

の
交
渉
を
進
め
た
。
そ
の
仲
介
役
と
な
っ
た
の
は
、
武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
に
留
学
中
の
草
野
友
子
で
あ
る
。
草
野
は
武
漢
大
の

陳
偉
教
授
に
我
々
の
渡
航
目
的
と
日
程
を
連
絡
し
、
訪
問
お
よ
び

座
談
会
の
開
催
許
可
を
得
た
。
さ
ら
に
、
陳
偉
教
授
か
ら
、
長
沙

の
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
の
陳
松
長
教
授
お
よ
び
湖
南
省
文
物
考
古

研
究
所
の
張
春
龍
教
授
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
よ

参加メンバー（馬王堆漢墓跡にて）
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り
、
長
沙
で
の
旅
程
も
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

こ
う
し
て
八
月
二
十
七
日
、
武
漢
在
住
の
草
野
を
除
く
六
名
が

関
西
空
港
に
集
合
し
、
午
後
便
で
上
海
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
草

野
と
合
流
し
、
宿
泊
先
の
上
海
新
協
通
国
際
大
酒
店
の
会
議
室
に

て
、
夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で
、
翌
日
以
降
の
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね

て
研
究
会
を
行
っ
た
。
発
表
者
は
三
名
。
金
城
未
来
が
「
上
博
楚

簡
『
成
王
既
邦
』」
に
つ
い
て
、
竹
田
健
二
が
「
竹
簡
背
面
に
記

さ
れ
た
劃
痕
と
竹
簡
の
配
列
」
に
つ
い
て
、
福
田
一
也
が
「
上
博

楚
簡
『
有
皇
将
起
』
と
『
鶹
鷅
』
の
形
制
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
た
。

翌
二
十
八
日
の
九
時
四
十
分
、
上
海
博
物
館
に
到
着
し
、
葛
亮

研
究
員
の
出
迎
え
を
受
け
、
直
ち
に
地
下
二
階
の
特
別
室
に
招
き

入
れ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
撮
影
ク
ル
ー
が
待
機
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
博
物
館
で
は
、
開
館
六
十
周
年
の
記
念
映
像

を
制
作
中
と
の
こ
と
で
、
我
々
の
訪
問
の
様
子
が
収
録
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
訳
で
、
若
干
の
緊
張
を
強
い

ら
れ
た
が
、
先
に
申
請
し
て
い
た
通
り
の
上
博
楚
簡
が
次
々
に

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
、
充
分
に
時
間
を
か
け
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
た
（
上
博
楚
簡
実
見
お
よ
び
葛
亮
氏
と
の
会
談
の
詳
細

に
つ
い
て
は
本
稿
第
二
章
参
照
）。
閲
覧
と
会
談
の
時
間
は
一
時

間
二
十
分
。
そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
は
散
会
し
て
、
博
物
館
内
を
見

学
し
た
。
ち
な
み
に
筆
者
は
、
印
章
、
書
法
、
青
銅
器
の
各
室
を

約
一
時
間
か
け
て
見
学
し
た
。

昼
過
ぎ
、
上
海
博
物
館
を
後
に
し
て
、
上
海
浦
東
空
港
に
向
か

い
、
そ
こ
か
ら
武
漢
に
飛
ん
だ
。
武
漢
着
は
午
後
六
時
。
そ
の
日

は
、
夕
食
を
と
り
、
武
漢
大
学
付
近
の
易
斯
特
国
際
酒
店
に
宿
泊

し
た
。

三
日
目
と
な
る
八
月
二
十
九
日
は
、
ま
ず
午
前
中
に
湖
北
省
博

物
館
を
見
学
し
、
昼
食
後
、
武
漢
大
学
に
向
か
っ
た
。
簡
帛
研
究

中
心
の
ご
好
意
に
よ
り
、
我
々
の
た
め
に
会
議
室
を
貸
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
午
後
二
時
か
ら
三
時
二
十
分
ま
で
研
究
会

を
行
い
、
草
野
が
上
博
楚
簡
『
命
』
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

そ
し
て
約
束
の
三
時
半
か
ら
、
簡
帛
研
究
中
心
の
先
生
方
と
の

会
談
が
始
ま
っ
た
。
同
席
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
李
天
虹
教

授
、
劉
国
勝
教
授
、
宋
華
強
副
教
授
の
三
名
（
陳
偉
教
授
は
長
期

出
張
の
た
め
不
在
で
あ
る
と
の
連
絡
を
事
前
に
受
け
て
い
た
）。

活
発
な
質
疑
応
答
が
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
簡
帛
研
究
中
心
で
進
め
ら
れ
て
い
る

複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
一
〇
年
に
湖
北
省
で
出
土
し
た
厳

倉
楚
簡
の
整
理
状
況
、
そ
の
他
の
新
出
資
料
の
情
報
、
そ
し
て
、

包
山
楚
簡
、
北
京
大
学
竹
簡
、
上
博
楚
簡
、
厳
倉
楚
簡
な
ど
の
竹

簡
背
面
に
見
ら
れ
る
「
劃か
っ

痕こ
ん

」「
墨ぼ
く

線せ
ん

」
に
関
す
る
情
報
で
あ
る

（
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
参
照
）。

四
日
目
の
八
月
三
十
日
は
、
午
前
中
に
、
武
漢
か
ら
長
沙
へ
高
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速
鉄
道
で
移
動
し
た
。
所
要
時
間
は
約
一
時
間
半
。
昼
食
後
、
宿

泊
先
の
瀟
湘
華
天
大
酒
店
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
た
後
、
車

で
岳
麓
書
院
に
向
か
っ
た
。
今
年
か
ら
の
新
制
度
で
、
民
間
の
車

は
岳
麓
書
院
に
直
接
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
書
院
か
ら
約

一
キ
ロ
離
れ
た
駐
車
場
で
、
専
用
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

約
束
の
午
後
三
時
に
書
院
に
到
着
。
陳
松
長
教
授
の
出
迎
え
を

受
け
、
ま
ず
は
書
院
内
を
見
学
し
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の

は
、
正
門
を
入
っ
て
左
手
の
所
に
新
設
さ
れ
た
中
国
書
院
博
物
館

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
二
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
博
物
館
で
、
中
国
の
書
院
文
化
を
、
様
々
な
資
料
に
加
え
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
も
備
え
て
紹
介
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
時
間
ほ
ど
の
見
学
を
終
え
た
後
、
博
物
館
二
階
の
一

室
に
招
き
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
で
、
岳
麓
秦
簡
計
三
十
簡
を
実
見

し
、
陳
教
授
と
会
談
し
た
（
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
四
章
参

照
）。最

終
日
と
な
る
八
月
三
十
一
日
は
、
朝
九
時
に
湖
南
省
文
物
考

古
研
究
所
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
張
春
龍
教
授
の
出
迎
え
を
受

け
、
実
見
を
希
望
す
る
簡
牘
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
我
々
は
里
耶

秦
簡
と
郴
州
蘇
仙
橋
三
国
呉
簡
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
、
簡
牘
を

収
蔵
し
て
い
る
部
屋
の
隣
室
に
招
き
入
れ
ら
れ
、
希
望
通
り
に
里

耶
秦
簡
と
三
国
呉
簡
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
竹
簡
は
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
の
中
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
部
屋
の
入
り
口
側
に
里
耶

秦
簡
が
九
簡
、
奥
側
に
三
国
呉
簡
が
十
一
簡
並
べ
ら
れ
て
い
た

（
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
五
章
参
照
）。

一
時
間
ほ
ど
の
訪
問
を
終
え
、
次
に
馬
王
堆
漢
墓
跡
に
向
か
っ

た
。
こ
こ
は
現
在
、
湖
南
省
博
物
館
の
管
理
下
に
あ
り
、
馬
王
堆

三
号
墓
坑
を
そ
の
ま
ま
屋
根
で
覆
っ
て
展
示
し
て
い
る
施
設
で
あ

る
。
大
規
模
な
墓
坑
を
見
学
し
て
、
特
に
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
の
学

術
的
意
義
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
な
お
、
出
土
品
を
展
示
し
て
い

る
湖
南
省
博
物
館
は
現
在
改
修
中
の
た
め
見
学
は
で
き
な
か
っ

た
。最

後
の
訪
問
先
と
な
る
長
沙
簡
牘
博
物
館
に
到
着
し
た
の
は
、

同
日
の
午
後
二
時
半
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
我
々
が
長
沙
を

訪
問
し
た
際
に
は
、
走
馬
楼
三
国
呉
簡
十
余
万
枚
が
出
土
し
た
上

に
建
つ
平
和
堂
デ
パ
ー
ト
の
五
階
の
一
角
が
「
平
和
堂
出
土
文
物

展
・
三
国
呉
簡
陳
列
室
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
、
平
和
堂
に

そ
の
施
設
は
な
く
、
関
係
資
料
は
こ
の
長
沙
簡
牘
博
物
館
で
展

示
、
研
究
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
博
物
館
は
市
内
中
心
部
の
白
沙
路
に
あ
り
、
二
〇
〇
七
年

十
一
月
の
オ
ー
プ
ン
。
国
家
二
級
博
物
館
で
、
長
沙
市
文
物
局
に

属
し
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
発
見
さ
れ
た
走
馬
楼
三
国
呉
簡
、

二
〇
〇
三
年
に
走
馬
楼
の
古
井
戸
か
ら
出
土
し
た
西
漢
簡
牘
を
中

心
に
、
出
土
文
物
を
、
年
代
別
・
種
類
別
に
展
示
す
る
現
代
的
な
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施
設
で
あ
る
。
一
階
は
「
三
国
呉
簡
」「
中
国
簡
牘
」「
世
界
文
字

載
体
」「
中
国
簡
牘
書
法
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
な
り
、
二
階

は
、「
長
沙
出
土
文
物
精
華
展
」
と
し
て
、
青
銅
器
・
陶
器
・
漆

器
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、
青
銅
器
の
編
鐘
の
演
奏
実
演
も
特
別
に

披
露
さ
れ
た
。
収
蔵
文
物
は
約
三
千
五
百
点
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
簡
牘
の
整
理
室
に
案
内
さ
れ
、
三
国
呉
簡
整
理
保
護

項
目
の
責
任
者
で
あ
る
宋
少
華
教
授
と
対
面
し
た
。
こ
こ
で
は
、

前
記
の
三
国
呉
簡
と
西
漢
簡
牘
の
整
理
が
五
名
の
研
究
員
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
赤
外
線
カ
ラ
ー
ス

キ
ャ
ナ
を
使
っ
た
西
漢
簡
牘
の
画
像
の
整
理
で
あ
る
。
西
漢
簡
牘

は
全
体
で
約
一
万
枚
余
。
内
、
有
字
簡
が
二
千
枚
程
度
、
白
簡

（
文
字
の
記
載
さ
れ
て
い
な
い
簡
）
が
八
千
枚
程
度
。
紀
年
簡

（
干
支
の
記
さ
れ
た
簡
牘
）
が
約
二
十
枚
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

分
析
に
よ
っ
て
、
お
お
む
ね
武
帝
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。こ

の
整
理
室
で
は
、
二
〇
一
二
年
に
購
入
し
た
ば
か
り
の
エ
プ

ソ
ン
製
の
赤
外
線
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
を
使
っ
て
、
脱
水
前
の
簡
牘

を
毎
日
五
～
十
本
ず
つ
ス
キ
ャ
ン
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ス
キ
ャ
ナ
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
で
そ
の
様
子
を
拝
見
し

た
が
、
画
像
は
極
め
て
鮮
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宋
教
授
と
の

質
疑
応
答
に
入
り
、
簡
牘
の
形
制
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
（
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
三
章
参
照
）。

こ
う
し
て
全
日
程
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
実
は
、

今
回
の
渡
航
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
不
安
も
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、

出
発
日
に
、
史
上
最
大
級
と
い
う
台
風
十
五
号
が
沖
縄
か
ら
中
国

本
土
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
予
定
便
が
欠
航
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
た
。
し
か
し
、
台
風
は
推
定
進

路
を
そ
れ
、
上
海
に
は
ほ
ぼ
定
刻
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
領
土
問
題
を
め
ぐ
っ
て
近
隣
諸
国
と
の
緊
張
関
係
が
高

ま
っ
て
い
る
時
期
で
も
あ
っ
た
が
、
学
術
調
査
を
目
的
と
す
る

我
々
の
熱
意
を
、
ど
の
博
物
館
・
大
学
で
も
温
か
く
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
、
極
め
て
丁
重
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

我
々
研
究
会
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
毎
年
、
中
国
に
渡
航
し
、

中
国
各
地
の
出
土
文
物
を
実
見
調
査
し
て
き
て
い
る
が
、
今
回
ほ

ど
、
多
種
大
量
の
簡
牘
を
閲
覧
で
き
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で

継
続
し
て
き
た
学
術
交
流
が
大
き
く
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
の
実

感
を
得
た
。
貴
重
な
出
土
簡
牘
の
閲
覧
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
会
談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

�

（
湯
浅
邦
弘
）

二
、
上
海
博
物
館

二
〇
一
二
年
八
月
二
十
八
日
、
我
々
一
行
は
上
海
博
物
館
を
訪
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問
し
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
国
時
代
の
楚
簡
（
以
下
、
上
博
楚

簡
）
の
一
部
を
実
見
し
た
。

実
見
は
、
博
物
館
の
専
門
研
究
員
で
あ
る
葛
亮
氏
の
立
ち
会
い

の
下
、
竹
簡
の
入
っ
た
ガ
ラ
ス
板
（
或
い
は
厚
い
ア
ク
リ
ル
板

か
？
）
で
で
き
た
ケ
ー
ス
を
数
個
ず
つ
、
順
次
入
れ
替
え
て
行
わ

れ
た
。
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
枚
程
度
の
竹
簡
が
、
白

い
台
紙
の
上
に
緩
や
か
に
固
定
さ
れ
た
状
態
で
並
べ
ら
れ
て
い

る
。
ケ
ー
ス
の
中
の
竹
簡
の
配
列
は
、
基
本
的
に
『
上
海
博
物
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
』
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

台
紙
が
あ
る
た
め
に
、
竹
簡
の
背
面
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
竹
簡
の
背
面
に
篇
題
な
ど
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

台
紙
が
文
字
の
あ
る
部
分
だ
け
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
の

裏
側
か
ら
、
台
紙
の
切
り
取
ら
れ
た
部
分
を
通
し
て
、
竹
簡
背
面

の
文
字
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

竹
簡
が
台
紙
に
固
く
固
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
竹

簡
背
面
の
文
字
の
あ
る
部
分
と
台
紙
の
切
り
取
ら
れ
た
部
分
と
が

ず
れ
て
し
ま
い
、
文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

今
回
実
見
し
た
中
で
は
『
命
』
の
篇
題
が
そ
う
だ
っ
た
。

実
見
に
際
し
て
我
々
は
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
た
質
問
に
加
え

て
、
実
見
中
に
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
も
葛
氏
に
質
問
し
た
。
葛

氏
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
い
ず
れ
も
丁
寧
に
回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た

（
写
真
参
照
。
左
手
前
の
背
中
が
葛
亮
氏
）。
葛
氏
と
の
問
答
を
含

め
て
、
筆
者
（
竹
田
）
に
特
に
興
味
深
く
思
わ
れ
た
点
を
以
下
に

い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
今
回
の
実
見
に
お
い
て
、『
凡
物
流
形
』
乙
本

第
一
簡
の
背
面
に
、「
陰
陽
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
葛
氏
に
よ
れ
ば
、『
凡
物
流
形
』

の
最
初
の
整
理
者
は
李
零
氏
で
あ
り
、
そ
の
李
氏
に
よ
る
最
初
の

上海博物館における実見の様子。
左手前の背中の人物が葛亮氏。
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段
階
の
整
理
で
は
、
こ
の
文
献
の
篇
題
は
「
陰
陽
」
と
さ
れ
て
い

た
の
だ
が
、
後
に
整
理
者
が
交
替
し
て
変
更
さ
れ
た
、
と
の
こ
と

で
あ
る
。

第
七
分
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
凡
物
流
形
』
の
最
終
的
な
整

理
者
は
、
曹
錦
炎
氏
で
あ
る
。『
凡
物
流
形
』
甲
本
の
第
三
簡
背

面
に
「
凡
物
流
形
」
の
四
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
四
文
字

は
第
一
簡
冒
頭
の
字
句
と
一
致
し
て
い
る
。
曹
氏
は
、
文
献
全
体

の
冒
頭
に
位
置
す
る
四
文
字
が
第
三
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
て
い
る

と
見
な
し
て
、「
凡
物
流
形
」
を
篇
題
と
し
た
。『
上
海
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
』
第
七
分
冊
に
は
、「
凡
物
流
形
」
の
四
文
字
が
記

さ
れ
て
い
る
第
三
簡
背
面
の
写
真
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
乙
本
第
一
簡
の
背
面
に
「
陰
陽
」
の
二
文
字
が
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
曹
氏
の
釈
文
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及

が
な
い
。
ま
た
、
そ
の
写
真
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

葛
氏
に
よ
れ
ば
、『
命
』
や
『
成
王
既
邦
』
に
つ
い
て
も
、
当

初
は
李
零
氏
が
整
理
を
担
当
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
上
海

博
物
館
が
上
博
楚
簡
を
入
手
し
た
一
九
九
四
年
か
ら
今
日
ま
で
、

す
で
に
二
十
年
近
く
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
整
理
者
の

交
替
自
体
は
さ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
最
初
の
整
理
者
が
竹
簡
背
面
の
文
字
に
気
付
き
、
し
か
も

そ
れ
を
一
旦
は
篇
題
と
見
な
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終

的
な
釈
文
に
お
い
て
そ
う
し
た
情
報
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い

る
の
は
、
整
理
全
体
と
し
て
見
た
場
合
に
や
は
り
問
題
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。

第
二
に
、
上
海
博
物
館
の
所
蔵
す
る
戦
国
楚
簡
の
背
面
の
劃
痕

に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
劃
痕
と
は
、
竹
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
た

ひ
っ
か
き
傷
状
の
斜
線
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
に
北
京
大

学
が
収
蔵
し
た
漢
簡
の
背
面
に
あ
る
も
の
を
孫
沛
陽
氏
が
発
見
し

上海博物館における実見の様子
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た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
竹
簡
の
配
列
を
復
元
す
る
手
掛
か
り
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
竹
簡
の
背
面
に
は
、
墨
筆
に
よ
る
斜
線
（
墨
線
）
が
記

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
上
博
楚
簡
の
中
で
は
、『
命
』
の
篇

題
（
第
十
一
簡
背
面
）
の
上
部
に
あ
る
右
下
が
り
の
斜
線
な
ど
が

こ
れ
に
当
た
る
。

上
博
楚
簡
の
背
面
に
も
劃
痕
の
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
と
の
情

報
（
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
概

説
」〔『
文
物
』
二
〇
一
一
年
第
六
期
所
収
〕
な
ど
）
を
踏
ま
え

て
、
葛
氏
に
劃
痕
に
関
す
る
情
報
を
教
え
て
欲
し
い
と
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
葛
氏
は
、「
劃
痕
の
存
在
が
分
か
っ
た
当
初
は
、

劃
痕
が
竹
簡
の
配
列
を
復
原
す
る
決
め
手
に
な
る
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
劃
痕
に
は
連
続
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
断
裂
し
た
も
の
も

あ
り
、
反
対
方
向
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
間
隔
の
あ
る
も
の
も
あ

る
。
現
在
は
劃
痕
の
情
況
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
上
博
楚
簡
の
篇
題
の
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
竹
簡
に
お
い
て
は
、

篇
題
の
上
、
或
い
は
下
に
、
劃
痕
や
墨
線
が
認
め
ら
れ
る
。
清
華

大
学
の
戦
国
簡
や
北
京
大
学
の
漢
簡
の
劃
痕
に
つ
い
て
の
分
析
を

踏
ま
え
る
と
、
上
博
楚
簡
の
篇
題
の
あ
る
竹
簡
に
は
長
い
劃
痕
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」
と
回
答

さ
れ
た
。

前
述
の
通
り
、
現
在
上
博
楚
簡
は
、
台
紙
ご
と
ケ
ー
ス
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
葛
氏
に
よ
る
と
、
今
直
ち
に
ケ
ー
ス
を
開
け
て
竹

簡
の
背
面
の
情
況
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
上
海
博
物
館
が
戦
国
楚
簡
を
入
手
し
た
時
点
で
、

す
べ
て
の
竹
簡
の
背
面
の
写
真
を
撮
影
し
た
わ
け
で
は
な
い
そ
う

で
あ
る
か
ら
、
現
在
上
博
楚
簡
の
竹
簡
で
そ
の
背
面
の
情
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
基
本
的
に
は
竹
簡
の
正
面
と
背

面
と
の
両
面
に
文
字
が
あ
る
竹
簡
だ
け
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、『
凡
物
流
形
』
乙
本
第
一
簡
の
背
面
に
「
陰
陽
」
と
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
従
来
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
上
海

博
物
館
や
整
理
者
の
多
く
が
、
竹
簡
の
背
面
に
関
し
て
十
分
に
は

注
意
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

葛
氏
は
そ
の
こ
と
を
認
め
た
上
で
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
』
に
関
す
る
当
初
の
出
版
計
画
が
す
べ
て
完
了
し
た
後
に

は
、
改
め
て
竹
簡
の
現
状
の
写
真
を
す
べ
て
撮
影
し
た
い
、
赤
外

線
写
真
や
赤
外
線
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
撮
影
も
行
い
た
い
、
但

し
、
赤
外
線
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
発
熱
が
ひ
ど
く
、
処
理
の
際
に
高
温

に
な
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
、
と
発
言
さ
れ
た
。

第
三
に
、
清
華
簡
の
背
面
に
、
竹
簡
の
番
号
を
示
す
数
字
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
上
博
楚
簡
に
も
そ

う
し
た
竹
簡
が
あ
る
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
葛
氏
は
、
そ
う
し

た
竹
簡
は
な
い
、
と
否
定
さ
れ
た
。

但
し
、
上
博
楚
簡
の
中
に
は
、
竹
簡
正
面
の
右
下
に
小
さ
く
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「
一
二
三
四
…
」
と
順
番
に
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
占
卜
関
係
の
文
献
の
竹
簡
で
、
そ
の
文
献

は
第
九
分
冊
に
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
上
博
楚
簡
は
、
整
理
作
業
の
進
展
と
と
も
に
順
次
公

開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
上
海
博
物
館
が
こ
の
戦
国
楚
簡
を
入

手
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
、
新
た
な
出
土
資
料
も
相
次
い
で

出
現
し
、
出
土
文
献
に
関
す
る
研
究
は
大
い
に
進
展
し
た
。
ま

た
、
赤
外
線
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
い
っ
た
新
た
な
機
器
を
整
理
作
業
に

導
入
す
る
こ
と
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

上
博
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
そ
の
全
容
が
早
く
公

開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
が
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
上
博
楚
簡
全
体
を
改
め
て
見

直
す
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。
葛
氏
は
、
約
二
十
年
前

に
上
博
楚
簡
の
処
理
を
担
っ
た
世
代
で
は
な
い
。
そ
の
葛
氏
も
、

自
ら
の
次
の
段
階
の
仕
事
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
全

体
的
に
ま
と
め
て
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
認
識
を
示
さ
れ

て
い
た
。

な
お
、
葛
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
第
八
分
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
は
、
今
後
さ
ら
に
二
冊
、
或

い
は
三
冊
刊
行
さ
れ
、
そ
の
最
後
の
一
冊
に
は
断
簡
が
含
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
上
博
楚
簡
が
で
き
る
だ
け
早

く
、
残
簡
も
含
め
て
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
た

い
。最

後
に
、
本
稿
の
目
的
か
ら
は
逸
脱
す
る
の
で
あ
る
が
、『
李

頌
』
に
関
連
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
年
五
月
二
十
五
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
第
四
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
に
お
い
て
「
上
博
楚
簡

『
李
頌
』
の
文
献
的
性
格
」
と
題
す
る
発
表
を
行
い
、
会
議
論
文

実見後の記念撮影。前列右から二人目が葛亮氏。
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集
に
原
稿
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
筆
者
は
、『
李
頌
』
の
整
理

者
で
あ
る
曹
錦
炎
氏
が
、
断
裂
し
た
竹
簡
の
上
半
部
と
下
半
部
と

を
綴
合
し
て
第
一
簡
を
整
簡
に
復
元
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
綴
合
に
は
問
題
が
あ
り
、
成
り
立
た
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ

の
根
拠
は
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
写
真
を
見
る
限

り
、
第
一
簡
上
半
部
の
断
裂
箇
所
の
鋸
歯
状
に
突
き
出
て
い
る
部

分
の
先
端
に
、
複
数
の
黒
い
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
写
真
に
見
え
る
そ
の
黒
い
部
分
は
何
ら
か
の
文
字
の
痕

跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
が
、
発
表
の

後
、
右
の
筆
者
の
指
摘
は
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
す
る
に

至
っ
た
た
め
、
撤
回
す
る
。

今
回
の
実
見
で
『
李
頌
』
第
一
簡
を
子
細
に
観
察
し
た
と
こ

ろ
、
第
一
簡
上
半
部
の
断
裂
箇
所
に
、
文
字
の
痕
跡
と
見
ら
れ
る

よ
う
な
黒
い
部
分
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
物
と
写

真
と
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

�

（
竹
田
健
二
）

三
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
長
沙
簡
牘
博
物
館

八
月
二
十
九
日
、
我
々
一
行
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
を

訪
問
し
、
李
天
虹
教
授
・
劉
国
勝
教
授
・
宋
華
強
副
教
授
と
の
座

談
会
を
行
っ
た
。

ま
ず
簡
帛
研
究
中
心
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
三
つ
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
第
一
に
、
当
日
不
在
で
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
陳
偉
教
授
を

中
心
と
す
る
、
秦
簡
の
総
合
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
発
表
済
み

の
秦
簡
の
研
究
成
果
を
集
め
て
整
理
し
、
赤
外
線
写
真
の
撮
影
を

含
め
た
竹
簡
の
図
版
の
整
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
李

武漢大学簡帛研究中心の会議室にて
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天
虹
教
授
を
中
心
と
す
る
、
湖
北
省
か
ら
出
土
し
た
未
公
開
の
五

種
類
の
楚
簡
（
江
陵
藤
店
・
老
河
口
市
安
崗
・
江
陵
磚
瓦
廠
・
江

夏
丁
家
咀
・
荊
門
厳
倉
か
ら
出
土
し
た
も
の
。
内
容
は
遣
策
と
占

卜
関
係
）
の
整
理
で
あ
る
。
第
三
に
、
新
聞
出
版
総
署
の
「
中
華

字
庫
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
古
代
か
ら
清

代
ま
で
の
漢
字
や
少
数
民
族
の
文
字
を
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

も
の
で
、
簡
帛
研
究
中
心
は
主
に
秦
代
の
簡
牘
の
文
字
に
つ
い
て

担
当
す
る
。
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
ず
れ
も
簡
帛
研
究
中

心
が
団
体
と
し
て
参
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
は

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
個
人
と
し
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
研

究
課
題
が
あ
る
た
め
、
皆
と
て
も
忙
し
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。続

け
て
、
李
教
授
を
中
心
と
し
て
い
る
厳
倉
楚
簡
の
整
理
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
李
教
授
は
、「
二
〇
一
〇
年
に
出

土
し
た
厳
倉
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
出
土
し
た
時
点
で
竹
簡
の
写
真

を
現
場
で
撮
影
し
、
簡
単
な
釈
文
を
作
成
し
た
。
現
在
は
写
真
に

基
づ
い
て
釈
文
の
修
正
を
進
め
る
と
と
も
に
、
赤
外
線
写
真
の
撮

影
を
行
っ
て
い
る
。
整
理
作
業
の
終
了
時
期
は
は
二
〇
一
三
年
の

年
末
の
予
定
で
あ
る
。
厳
倉
楚
簡
は
す
べ
て
残
簡
で
、
完
簡
は
な

く
、
復
元
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
全
体
の
文
字
量
は
二
百
字
程

度
、
簡
長
は
六
十
～
七
十
㎝
、
盗
掘
を
受
け
て
い
る
た
め
他
に
出

土
し
た
器
物
は
な
い
。
厳
倉
楚
簡
は
墓
主
が
確
定
さ
れ
て
お
り
、

墓
主
は
「
悼
滑
」
で
あ
る
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
伝
世
文
献
に

も
記
載
が
あ
る
。
墓
主
が
判
明
す
る
こ
と
は
珍
し
い
」
と
回
答
さ

れ
た
。

ま
た
、
中
国
各
地
で
は
近
年
も
出
土
が
続
い
て
い
る
の
か
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
最
近
荊
州
か
ら
数
枚
の
楚
簡
（
内
容
は
文
書
）

が
出
土
し
た
。
湖
北
省
で
は
他
に
も
未
発
表
の
出
土
資
料
が
あ

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
古
的
調
査
は
行
っ
て
い
る
が
、
出
版
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
七
〇
年
代
に
出
土
し
た
藤
店
の
竹
簡
は
肉
眼

で
は
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
赤
外
線
で
は
よ
く

見
え
た
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
我
々
は
、
劃
痕
に
関
し
て
意
見
を
う
か
が
っ
た
。
こ
れ

に
対
す
る
李
教
授
の
回
答
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

最
も
古
く
に
は
、
包
山
楚
簡
の
報
告
書
に
劃
痕
に
関
す
る
言
及

が
あ
る
。
或
る
劃
痕
は
竹
簡
の
配
列
を
示
す
手
が
か
り
に
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
劃
痕
が
そ
う
で
は
な
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
写
真
も

ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
上
博
楚
簡
に
も
劃
痕
は
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
当
初
は
そ
の
存
在
に
気
付
か
な
か
っ
た
た
め
、
写

真
は
な
い
。
脱
水
後
は
劃
痕
が
判
別
し
に
く
く
な
っ
た
。
厳
倉
楚

簡
に
も
劃
痕
の
よ
う
な
線
が
見
え
た
が
、
鮮
明
な
写
真
を
撮
る
こ

と
が
で
き
ず
、
さ
ほ
ど
注
目
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
二
〇
一
一
年

に
再
度
調
査
し
、
竹
簡
の
背
面
を
赤
外
線
で
写
真
撮
影
し
た
結

（ 139 ）



果
、
劃
痕
の
あ
る
も
の
が
十
～
二
十
枚
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、

厳
倉
楚
簡
は
残
欠
が
激
し
く
、
竹
簡
の
配
列
を
復
元
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一
）』
が
刊
行
さ

れ
、
竹
簡
背
面
の
写
真
が
す
べ
て
公
開
さ
れ
た
。
当
初
は
清
華
大

学
も
竹
簡
背
面
の
竹
簡
番
号
（
ノ
ン
ブ
ル
に
当
た
る
も
の
）
だ
け

に
注
目
し
て
お
り
、
劃
痕
に
は
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

私
（
李
）
は
竹
簡
背
面
の
写
真
を
見
て
、
竹
簡
背
面
の
線
の
重
要

性
に
改
め
て
気
付
い
て
、
簡
帛
網
に
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
を
発
表
し

た
。
そ
の
後
二
〇
一
一
年
に
清
華
大
で
竹
簡
の
形
制
に
関
す
る
報

告
を
し
た
際
、
そ
の
文
章
の
中
で
劃
痕
に
触
れ
た
（
清
華
大
学
出

土
文
献
与
保
護
中
心
主
催
の
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）
国

際
学
術
研
討
会
」
を
指
す
。
二
〇
一
一
年
六
月
二
十
九
日
）。
そ

の
発
表
に
対
す
る
反
応
は
か
な
り
良
か
っ
た
。
こ
の
清
華
大
で
の

会
議
で
、
多
く
の
人
が
劃
痕
の
問
題
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
北
大
簡
の
劃
痕
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
孫
沛
陽
氏
が
、
未
発

表
の
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
論
文
を
発
表
し
た
（「
簡

冊
背
劃
線
初
探
」
を
指
す
。『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
』
第
四

輯
所
収
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）。
私
も
劃
線
に
つ
い
て
の
論
文

「
湖
北
出
土
楚
簡
（
五
種
）
格
式
初
析
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一

一
年
第
四
期
（
総
第
一
二
一
期
）、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）
を
発

表
し
た
。

岳
麓
書
院
蔵
の
秦
簡
の
背
面
に
も
劃
痕
は
あ
り
、
こ
う
し
た
劃

痕
に
つ
い
て
学
界
で
は
、
劃
痕
は
編
連
の
た
め
で
あ
り
、
竹
簡
の

配
列
の
復
元
に
役
立
つ
と
い
う
見
方
が
主
流
で
あ
る
が
、
私
は
劃

痕
に
つ
い
て
ま
だ
は
っ
き
り
し
た
こ
と
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
。
劃
痕
が
参
考
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
竹
簡
の
編
連
と
直
接
的
な
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
劃
痕
と
関
連
の
あ

る
竹
簡
背
面
の
写
真
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
将
来
、
十
分
な
資
料
に
基
づ
い
て
、
自
然
に
結
論
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
は
、
急
い
で
結
論
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
の
李
教
授
の
回
答
に
続
き
、
劉
教
授
が
李
教
授
の
意
見
に

賛
成
す
る
立
場
か
ら
、
劃
痕
に
関
す
る
問
題
は
、
ま
ず
第
一
に
竹

簡
の
編
連
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
で
あ
り
、
第
二
に
誰
が
劃
痕

を
残
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
と
し
、
包
山
楚
簡
の

大
部
分
（
二
～
三
枚
を
除
く
）
に
は
劃
痕
は
な
く
、
郭
店
楚
簡
に

も
無
い
と
指
摘
し
た
。

宋
副
教
授
も
、
劃
痕
の
作
者
は
誰
か
、
そ
の
目
的
は
何
か
と
い

う
点
が
問
題
で
あ
る
、
劃
痕
は
文
献
の
形
成
に
関
わ
る
重
要
な
情

報
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
は
更
な
る
資
料
が
必

要
で
あ
る
、
劃
痕
に
よ
る
竹
簡
の
配
列
の
復
元
に
つ
い
て
過
大
に

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
自
分
は
北
大
漢
簡
を
見
た
こ
と
が
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あ
る
が
、
劃
痕
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
な
い
も
の
も
あ
る
、
竹
簡

の
編
連
を
文
字
を
根
拠
と
し
て
行
っ
た
場
合
、
正
面
の
文
字
と
背

面
の
劃
痕
と
の
対
応
が
良
く
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ

た
。な

お
、
こ
の
二
日
後
の
八
月
三
十
一
日
、
我
々
一
行
は
長
沙
簡

牘
博
物
館
に
お
い
て
、
赤
外
線
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
の
処
理
を
パ

ソ
コ
ン
で
行
っ
て
い
る
作
業
や
釈
文
作
成
作
業
の
見
学
を
行
っ

た
。
こ
の
時
我
々
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
元
館
長
の
宋
少

華
教
授
で
あ
る
。
我
々
は
宋
教
授
に
も
劃
痕
に
関
す
る
質
問
を
し

て
、
回
答
を
得
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
。

宋
教
授
に
対
す
る
質
問
は
、
長
沙
簡
牘
博
物
館
が
行
っ
て
い
る

簡
牘
の
撮
影
や
釈
文
作
成
に
お
い
て
も
劃
痕
に
注
目
し
て
い
る

武漢大学簡帛研究中心のある建物の前にて

長沙簡牘博物館の整理室にて。左から三人目が宋少華教授。
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か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
宋
教
授
の
回
答
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

す
で
に
我
々
は
簡
牘
の
背
面
に
あ
る
文
字
以
外
の
情
報
に
つ
い

て
も
注
意
し
て
観
察
し
て
お
り
、
昨
年
考
古
研
究
所
が
発
掘
し
た

後
漢
の
竹
簡
の
背
面
に
劃
痕
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
竹
簡
の

状
況
か
ら
、
ま
ず
書
写
が
行
わ
れ
て
い
な
い
竹
簡
を
配
列
し
て
、

そ
の
竹
簡
の
背
面
に
線
を
記
し
た
後
、
次
い
で
書
写
を
行
い
、
続

い
て
竹
簡
の
編
聯
を
行
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。
但
し
、
清
華
簡

の
場
合
は
竹
簡
背
面
に
線
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
漢
の
竹

簡
の
場
合
は
、
竹
簡
背
面
の
表
面
が
ナ
イ
フ
な
ど
の
何
か
堅
い
も

の
で
傷
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
木
牘
に
つ
い
て
も
そ
の
背
面

に
線
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、
劃
痕
に
基
づ
い
て
そ
れ
の
配
列
を
復

原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
現
象
は
、
長
沙
簡
牘
博
物
館

が
所
蔵
す
る
三
国
呉
簡
と
漢
簡
と
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
編
聯
さ

れ
た
行
政
文
書
の
木
牘
数
枚
の
背
面
に
、
劃
痕
が
ク
ロ
ス
し
て
記

さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

前
章
で
述
べ
た
上
海
博
物
館
に
加
え
て
、
こ
の
武
漢
大
学
簡
帛

研
究
中
心
や
長
沙
簡
牘
博
物
館
で
の
調
査
に
よ
り
、
我
々
は
劃
痕

に
関
す
る
研
究
の
情
況
に
つ
い
て
、
大
い
に
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
二
〇
〇
九
年
に
北
京
大
学
が
入
手
し
た
漢
簡
に
お
い

て
劃
痕
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
や
、
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一
）』
に
竹
簡
背
面
の
写
真
が
収
録
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
出
土
文
献
の
研
究
に
携
わ
る
研

究
者
の
間
で
劃
痕
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
、
そ
の
研
究

が
進
み
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
李
教
授
が
指
摘
す

る
通
り
、
北
京
大
学
の
漢
簡
を
は
じ
め
、
劃
痕
に
関
す
る
重
要
な

資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
劃
痕
と
は
そ
も
そ
も
如
何
な
る
も
の
か
と
い
っ

た
基
礎
的
な
点
を
含
め
て
、
研
究
者
の
間
で
認
識
が
十
分
共
有
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

果
た
し
て
劃
痕
は
、
出
土
し
た
簡
牘
の
配
列
の
問
題
を
解
明
す

る
手
掛
か
り
と
し
て
有
効
な
の
か
。
有
効
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
ど
の
程
度
有
効
な
の
か
。
こ
う
し
た
点
は
、
今
後
出
土
文
献

研
究
に
お
い
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
研
究
課
題
の
一
つ
と
い
え
よ

う
。

�

（
竹
田
健
二
）

四
、
岳
麓
秦
簡

八
月
三
十
日
午
後
、
岳
麓
書
院
に
向
か
い
、
陳
松
長
教
授
の
出

迎
え
を
受
け
た
。
は
じ
め
に
書
院
内
の
各
施
設
と
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
中
国
書
院
博
物
館
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
特
別
室
に
招

か
れ
、
約
一
時
間
、
岳
麓
秦
簡
を
閲
覧
し
つ
つ
、
陳
教
授
（
写
真

左
端
）
と
会
談
し
た
。
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ま
ず
、
竹
簡
の
保
存
状
況
で
あ
る
が
、
専
用
箱
に
十
五
本
ず

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
脱
水
済
み
の
竹
簡
一
枚
ず
つ
を
ガ
ラ
ス
板
で
挟
ん

で
保
存
し
て
あ
り
、
上
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
桁
の
整
理
番
号
が
付

さ
れ
て
い
た
。
番
号
は
連
番
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
初
期

段
階
の
整
理
番
号
で
、
分
類
後
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
と
の
こ
と

で
あ
る
。

箱
か
ら
出
さ
れ
た
竹
簡
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
べ
ら
れ
、
白
手

袋
を
つ
け
て
一
本
ず
つ
手
に
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
竹
簡
背
面

も
確
認
で
き
る
た
め
、
非
常
に
よ
い
保
存
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ

た
。
我
々
は
、
こ
れ
を
二
セ
ッ
ト
、
計
三
十
本
実
見
し
た
。
内
、

木
簡
が
二
本
含
ま
れ
て
い
た
。
脱
水
後
の
竹
簡
の
状
態
は
概
ね
良

好
で
、
字
跡
も
鮮
明
に
見
え
る
。
写
真
は
、
脱
水
処
理
前
の
も

の
、
赤
外
線
ス
キ
ャ
ン
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
字
跡
は
、
脱
水
後

の
竹
簡
が
一
番
よ
く
見
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

内
容
は
、
未
公
開
の
簡
牘
で
、
主
と
し
て
第
三
分
冊
以
降
に
収

録
を
予
定
し
て
い
る
法
律
関
係
文
書
お
よ
び
数
書
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
岳
麓
秦
簡
の
基
礎
的
情
報
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

岳
麓
秦
簡
は
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が

香
港
に
流
出
し
て
い
た
秦
簡
（
出
土
地
不
明
）
を
緊
急
購
入
し
た

も
の
で
、
大
小
八
箱
に
入
っ
て
い
た
竹
簡
は
ラ
ッ
プ
で
包
ま
れ
て

い
た
。
そ
の
総
数
は
、
二
一
〇
〇
枚
（
ほ
ぼ
完
整
な
も
の
は
一
三

〇
〇
余
枚
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
八
月
、
香
港
の
収

蔵
家
が
購
得
し
て
い
た
竹
簡
七
十
六
枚
（
ほ
ぼ
完
整
な
も
の
は
三

十
余
枚
）
が
岳
麓
書
院
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
岳
麓
秦

簡
の
総
数
は
二
一
七
六
簡
と
な
っ
た
。
岳
麓
書
院
が
購
入
し
た
竹

簡
と
、
収
蔵
家
が
寄
贈
し
た
竹
簡
は
、
形
制
や
書
体
・
内
容
な
ど

が
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
同
一
の
出
土
簡
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
大
半
は
、
竹
簡
で
あ
る
が
、
三
十
余
枚
の
木
簡
も
あ

る
。
竹
簡
の
形
制
は
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
簡
長
は
、
①
三
十
㎝

前
後
、
②
二
十
七
㎝
前
後
、
③
二
十
五
㎝
前
後
。
幅
は
五
～

八
㎜
。
編
綫
は
二
種
で
、
三
道
編
綫
の
も
の
と
、
両
道
編
綫
の
も

の
が
あ
る
。
編
綫
痕
と
文
字
と
の
関
係
か
ら
、
①
筆
写
し
た
後
に

岳麓書院における竹簡の実見と会談
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編
輟
し
た
も
の
、
②
先
に
編
輟
し
て
か
ら
筆
写
し
た
も
の
、
に
大

別
さ
れ
る
。

筆
写
時
期
に
つ
い
て
は
、『
質
日
』（
暦
譜
）
に
、「
秦
始
皇
二

十
七
年
」、「
三
十
四
年
」、「
三
十
五
年
」
と
い
う
紀
年
が
認
め
ら

れ
る
。
よ
っ
て
、
成
書
年
代
の
下
限
は
、
始
皇
帝
三
十
五
（
前
二

一
二
）
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
と
類
似
し
た
秦
の
律
令
や
役
人
の
た
め
の
手

引
き
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岳
麓
秦
簡
の
墓
主
に
つ
い

て
も
、
治
獄
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

基
礎
整
理
の
結
果
、
岳
麓
秦
簡
は
次
の
七
部
に
大
別
さ
れ
た
。

（
一
）『
質
日
』

（
二
）『
為
吏
治
官
及
黔
首
』

（
三
）『
占
夢
書
』

（
四
）『
数
』
書

（
五
）『
奏
讞
書
』

（
六
）『
秦
律
雑
抄
』

（
七
）『
秦
令
雑
抄
』

こ
の
う
ち
、『
質
日
』『
為
吏
治
官
及
黔
首
』『
数
』
書
は
竹
簡

背
面
に
篇
題
が
あ
り
、
そ
の
他
は
編
者
に
よ
る
仮
題
で
あ
る
。

す
で
に
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
岳
麓

書
院
蔵
秦
簡
〔
壹
〕』（
上
海
辞
書
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
、
岳
麓

秦
簡
の
内
、『
質
日
』『
為
吏
治
官
及
黔
首
』『
占
夢
書
』
の
三
文

献
に
関
す
る
図
版
（
カ
ラ
ー
・
赤
外
線
図
版
）・
釈
文
が
公
開
さ

れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
は
、
同
第
二
分
冊
が
刊
行

さ
れ
、『
数
』
書
が
掲
載
さ
れ
た
。�

我
々
が
閲
覧
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
に
続
く
第
三
分
冊
以
降
に
収

録
予
定
の
未
公
開
簡
牘
で
あ
っ
た
。
至
近
距
離
で
閲
覧
で
き
た
の

で
、
第
一
分
冊
の
説
明
に
も
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
秦
隷
の
字
体
も

確
認
で
き
た
。

次
に
、
質
疑
応
答
に
移
り
、
ま
ず
「
劃
痕
」
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
北
京
大
学
竹
簡
、
上
博
楚
簡
な
ど
で
は
、
竹
簡
背
面
の
「
劃

痕
」「
墨
線
」
が
竹
簡
配
列
の
有
力
な
手
が
か
り
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
岳
麓
秦
簡
で
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
陳

教
授
は
、
実
は
、
第
一
分
冊
刊
行
の
時
点
で
は
、
そ
の
こ
と
に
ま

だ
充
分
な
認
識
が
な
く
、
第
二
分
冊
の
編
集
段
階
で
そ
の
重
要
性

に
気
づ
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
岳
麓
書
院
で
は
、
脱
水
前
の

写
真
も
撮
影
済
み
で
あ
り
、
背
面
の
写
真
も
す
べ
て
撮
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
は
、
背
面
の
情
報
に
も
充
分
に
留
意
し
な
が
ら
刊
行

し
て
い
く
と
い
う
。
な
お
、『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
』
の
第
三
分
冊

は
二
〇
一
三
年
の
前
半
に
刊
行
を
予
定
し
て
お
り
、
全
体
で
は
、

五
～
六
分
冊
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
枚
の
竹
簡
の
背
面
に
複
数
の
劃
痕
が
付
い
て
い
る
現

象
に
つ
い
て
竹
田
健
二
が
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
竹
簡
背
面
の
線
が
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す
べ
て
劃
痕
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、
ま
た
、
劃
痕
は
あ
く
ま
で

も
竹
簡
配
列
の
参
考
と
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
劃
痕
だ
け
で
竹
簡

の
連
接
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
の
回
答
を
得
た
。

続
い
て
、
筆
者
（
湯
浅
）
は
、
岳
麓
秦
簡
の
中
で
段
組
筆
写
が

見
ら
れ
る
特
異
な
文
献
と
し
て
『
占
夢
書
』
に
注
目
し
て
い
る
の

で
、
特
に
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
質
問
し
た
。

『
占
夢
書
』
は
、
竹
簡
四
十
八
枚
。
簡
長
約
三
十
㎝
。
三
道
編

綫
。
筆
写
方
式
に
は
二
種
が
あ
り
、
①
分
段
筆
写
し
な
い
も
の

（
満
写
簡
）
六
枚
。
内
容
は
、
陰
陽
五
行
学
説
に
よ
る
占
夢
理
論

を
説
く
。
②
二
段
筆
写
で
、
夢
象
と
占
断
を
記
す
も
の
、
と
か
ら

な
る
。

陳
松
長
教
授
は
、『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
〔
壹
〕』
に
お
い
て
、
こ

の
『
占
夢
書
』
を
、
現
時
点
で
は
最
古
の
占
夢
書
文
献
で
あ
る
と

評
価
し
て
い
る
。
た
だ
、
若
干
の
疑
問
も
あ
る
の
で
、
次
の
四
点

に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
回
答
を
得
た
。

①
『
占
夢
書
』
は
文
脈
を
と
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
が
、
竹
簡

背
面
に
劃
痕
は
認
め
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し

て
配
列
を
決
め
た
の
か
。
→
劃
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
敦
煌

本
『
解
夢
書
』
が
天
地
人
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に

し
、
内
容
に
基
づ
く
配
列
を
行
っ
た
。

②
分
段
筆
写
し
て
い
な
い
竹
簡
五
枚
を
先
に
配
列
し
、
二
段
組

で
筆
写
し
て
い
る
竹
簡
を
後
に
配
列
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
逆
転

す
る
可
能
性
は
な
い
か
。
→
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。
分
段
筆
写
し

て
い
な
い
五
本
の
竹
簡
を
先
に
置
け
ば
、
序
（
概
説
）
に
相
当

し
、
後
に
置
く
と
結
論
（
総
括
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
中
国

の
文
書
の
慣
例
か
ら
す
る
と
、
序
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ

う
。③

二
段
組
の
竹
簡
は
、
ま
ず
上
段
を
右
か
ら
左
に
読
み
、
そ
の

後
、
下
段
を
右
か
ら
左
に
読
む
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。
→
概
ね

そ
の
可
能
性
が
高
い
。
一
本
の
竹
簡
を
上
か
ら
下
へ
読
む
と
読
み

に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
、
上
段
を
先
に
読
み
、
下
段
に
移

る
と
い
う
よ
う
に
読
ん
で
も
、
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
確

定
で
き
な
い
部
分
が
残
る
。

④
二
段
組
み
の
竹
簡
部
分
の
配
列
は
天
地
人
の
分
類
に
基
づ
く

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
天
地
人
の
分
類
・
配
列
が
明
確
に
表
れ
て

く
る
の
は
、
魏
晋
以
降
に
誕
生
す
る
「
類
書
」
に
お
い
て
で
あ

る
。
秦
簡
の
段
階
で
も
す
で
に
明
確
な
天
地
人
の
分
類
・
配
列
が

あ
っ
た
と
考
え
て
も
良
い
か
。
→
今
回
は
、
天
地
人
の
分
類
・
配

列
を
原
則
と
す
る
敦
煌
本
『
解
夢
書
』
な
ど
を
参
考
に
配
列
し
た

も
の
で
、
秦
の
時
代
に
明
確
な
天
地
人
の
配
列
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、『
占
夢
書
』
に
つ
い
て
は
、
な
お
未
確
定
な
部

分
も
残
る
よ
う
で
あ
る
が
、
竹
簡
の
整
理
・
釈
読
に
当
た
ら
れ
た

陳
松
長
教
授
の
ご
苦
労
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
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れ
た
。

今
後
、
背
面
の
情
報
に
も
留
意
し
つ
つ
、
竹
簡
の
配
列
が
検
討

さ
れ
、
よ
り
精
度
の
高
い
釈
文
が
提
供
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
感
じ

た
。

�

（
湯
浅
邦
弘
）

五
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

八
月
三
十
一
日
午
前
九
時
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
に
到
着

し
、
張
春
龍
先
生
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
張
先
生
に
お
目
に
か
か

る
の
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
戦
国
楚
簡
研
究
会
（
当
時
）
の
中

国
湖
南
省
長
沙
学
術
調
査
で
同
研
究
所
を
訪
問
し
、
里
耶
秦
簡
と

慈
利
楚
簡
を
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
六
年
ぶ
り
で
あ
っ
た

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
一
号
〈
二
〇
〇
六
年
十
二
月
〉
所
収

「
中
国
湖
南
省
長
沙
学
術
調
査
報
告
」
参
照
）。
今
回
の
訪
問
は
、

里
耶
秦
簡
の
正
式
報
告
書
の
第
一
分
冊
に
あ
た
る
『
里
耶
秦
簡

〔
壹
〕』（
二
〇
一
二
年
一
月
）
の
刊
行
を
う
け
て
、
新
た
な
里
耶

秦
簡
の
実
見
と
学
術
情
報
の
収
集
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、

幸
い
同
研
究
所
が
保
管
す
る
郴
州
蘇
仙
橋
三
国
呉
簡
も
あ
わ
せ
て

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
里
耶
秦
簡
か
ら
報
告
す
る
。
実
見
し
た
の
は
九
点
で
、
編

号
と
形
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

7-

1　

木
牘
〈
裏
面
〉

7-

2　

木
牘
〈
表
面
〉

7-

41　

木
簡

7-

66　

検

7-

96　

木
簡

8-

62　

木
牘
〈
表
面
〉

8-

163　

木
牘
〈
表
面
〉

8-

195
（
197
）
木
牘
〈
表
面
〉

8-

284　

楬

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ん
だ
状
態
で
透
明
な
袋
の

な
か
に
入
れ
ら
れ
、
ガ
ラ
ス
板
の
下
部
中
央
に
手
書
き
で
編
号
が

記
さ
れ
て
い
た
（
写
真
１
）。
こ
う
し
た
保
存
方
法
に
つ
い
て
張

先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

里
耶
秦
簡
は
出
土
後
、
脱
水
処
理
を
施
し
た
が
、
脱
水
技
術

は
優
れ
て
い
て
、
収
縮
や
変
形
は
生
じ
て
い
な
い
。
こ
こ
に

並
べ
て
あ
る
閲
覧
用
の
簡
牘
は
湿
気
を
吸
収
し
て
変
形
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
ガ
ラ
ス
板
で
挟
み
、
透
明
な
袋
の
中
に

入
れ
て
窒
素
ガ
ス
を
充
填
し
て
い
る
。
袋
の
上
部
に
あ
る
赤

い
錠
剤
は
、
窒
素
が
袋
か
ら
抜
け
て
空
気
が
入
り
込
む
と
青

色
に
変
わ
る
。
そ
う
な
る
と
窒
素
を
入
れ
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
交
流
が
あ
り
、
保
存
材
料

は
三
菱
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
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ま
た
各
簡
に
付
さ
れ
た
編
号
は
出
土
時
の
整
理
番
号
で
、
最
初

の
７
や
８
の
数
字
は
古
井
戸
か
ら
出
土
し
た
際
の
層
位
を
示
し
、

８
の
番
号
を
も
つ
第
八
層
出
土
の
四
簡
は
す
で
に
『
里
耶
秦
簡

〔
壹
〕』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
に
収
録
さ
れ
て
公

表
済
み
、
７
の
番
号
を
も
つ
第
七
層
出
土
の
五
簡
は
未
公
表
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
（『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
第

七
層
出
土
簡
牘
は
第
三
輯
に
収
録
予
定
）。
な
お
張
先
生
は
ガ
ラ

ス
板
に
手
書
き
さ
れ
た
編
号
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
最
初
に
記
入
さ

れ
た
も
の
で
最
終
的
な
報
告
書
と
一
部
合
致
し
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
と
付
け
加
え
ら
れ
た
が
、
帰
国
後
に
あ
ら
た
め
て
照
合
し
た

と
こ
ろ
、
8-

195
の
簡
は
『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
で
は
8-

197
の
編

号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
張
先
生
が
言
わ
れ
た
編
号
調
整
の
例
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
近
年
そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
簡
牘
背
面
の
劃

痕
・
墨
線
に
つ
い
て
は
、
里
耶
秦
簡
の
大
部
分
は
行
政
文
書
で
お

お
む
ね
文
章
が
短
く
、
一
枚
の
木
牘
が
一
件
の
文
書
で
あ
る
た

め
、
そ
う
し
た
線
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
で
の
里
耶
秦
簡

の
実
見
は
二
回
目
で
あ
り
、
前
回
は
表
裏
に
書
写
さ
れ
た
公
文
書

木
牘
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
同
種
の
木
牘
と
と
も
に
楬

（
文
書
楬
）
8-

284
や
検
（
郵
行
文
書
）
7-

66
、
券
書
7-

41
・

7-

96
な
ど
多
様
な
木
簡
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
未
公
表
の
資
料

も
含
め
て
、
選
定
に
か
か
わ
る
ご
配
慮
を
あ
り
が
た
く
感
じ
た
。

こ
れ
ら
各
種
の
木
簡
に
つ
い
て
張
先
生
は
、
例
え
ば
「
屋
根
型
の

形
態
を
も
つ
木
簡
は
帳
簿
で
、
真
ん
中
で
分
割
し
て
い
る
が
完
全

に
は
切
り
離
さ
ず
、
年
月
日
・
担
当
者
・
お
金
・
食
料
の
数
な
ど

の
記
録
に
あ
わ
せ
て
刻
歯
し
た
の
ち
に
両
面
を
分
割
す
る
」
な
ど

と
木
簡
に
見
立
て
た
紙
を
使
っ
て
懇
切
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た

（
写
真
２
）。
資
料
を
実
見
し
な
が
ら
、
楬
や
検
な
ど
の
用
途
に
も

話
が
お
よ
び
、
木
簡
な
ら
で
は
の
多
様
な
形
態
と
機
能
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

写真２

写真１

次
に
郴
州
蘇
仙
橋
三
国
呉
簡
（
以
下
、
郴
州
呉
簡
と
略
記
）
の
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報
告
に
移
ろ
う
。
実
見
し
た
の
は
十
一
点
で
、
編
号
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

Ｖ-
61

Ｖ-
62

Ｖ-

63
・
104
・
118
（
綴
合
）

Ｖ-

64
・
69
（
綴
合
）

Ｖ-

66　
Ｖ-

68　
Ｖ-

80　
Ｖ-

84　
Ｖ-

90　
Ｖ-

119
・
123
（
綴
合
）　

Ｖ-

139　

編
号
が
並
記
さ
れ
て
い
る
の
は
複
数
の
残
簡
の
綴
合
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
冒
頭
の
ロ
ー
マ
数
字
Ｖ
は
「
呉
簡
」
の
略
号
。
各
簡

は
そ
れ
ぞ
れ
の
形
に
応
じ
て
く
り
抜
か
れ
た
透
明
な
板
に
挟
ん
で

密
封
さ
れ
、
下
部
中
央
に
手
書
き
で
編
号
が
記
さ
れ
て
い
た
。

は
じ
め
に
張
先
生
の
説
明
を
踏
ま
え
て
概
要
を
ま
と
め
て
お

く
。

郴
州
呉
簡
は
、
二
〇
〇
三
年
に
長
沙
市
南
四
〇
〇
㎞
に
位
置

す
る
湖
南
省
郴
州
市
蘇
仙
橋
一
建
設
工
地
で
発
見
さ
れ
た
、

漢
代
か
ら
宋
元
時
期
ま
で
の
十
一
座
の
古
井
戸
の
う
ち
の
四

号
古
井
（
J4
）
よ
り
出
土
し
た
一
四
〇
点
の
木
簡
で
あ
る
。

な
お
同
地
の
一
〇
号
古
井
（
J10
）
か
ら
は
西
晋
木
簡
九
四
〇

枚
余
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
郴
州
呉
簡
の
全
て
の
図
版
と

釈
文
は
、
す
で
に
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
・
郴
州
市
文
物

処
「
湖
南
郴
州
蘇
仙
橋
J4
三
国
呉
簡
」（『
出
土
文
献
研
究
』

第
七
輯
、
二
〇
〇
五
年
）
に
公
表
済
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
湖

南
省
文
物
考
古
研
究
所
・
郴
州
市
文
物
処
「
湖
南
郴
州
蘇
仙

橋
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
湖
南
考
古
輯
刊
』
第
八
集
、
二
〇
〇

九
年
）
に
は
、
段
国
慶
氏
に
よ
る
八
点
の
綴
合
が
示
さ
れ
て

い
る
（
今
回
実
見
し
た
中
の
三
点
の
綴
合
も
含
ま
れ
る
）。

簡
文
に
見
え
る
紀
年
は
呉
の
孫
権
の
赤
烏
二
年
（
二
三
九
）

か
ら
赤
烏
六
年
（
二
四
三
）
ま
で
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
年
代
は
三
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
、
内
容
は
簿
籍
・

書
信
・
記
事
・
習
字
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
が
大
部
分
は
残
簡

も
し
く
は
削
衣
で
、
一
部
に
焼
け
焦
げ
た
簡
も
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
不
用
の
残
簡
を
井
戸
に
廃
棄
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
呉
の
孫
権
時
期
に
お
け
る
社
会
状

況
を
う
か
が
う
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
同
時
に
書
法
史

の
面
か
ら
も
、
生
成
期
の
楷
書
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
重
視

さ
れ
る
。
一
九
九
六
年
に
湖
南
省
長
沙
走
馬
楼
か
ら
出
土
し
た
走

馬
楼
三
国
呉
簡
は
、
お
よ
そ
十
万
点
と
い
う
豊
富
な
資
料
を
提
供
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し
、
三
世
紀
前
半
の
筆
記
文
字
の
実
態
が
か
な
り
詳
細
に
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
中
で
も
特
記
さ
れ
る
の
は
木
簡
の
文
字
の

一
部
に
楷
書
の
特
色
で
あ
る
起
筆
︱
送
筆
︱
収
筆
の
三
節
構
造
が

明
瞭
に
認
め
ら
れ
、
楷
書
の
発
生
時
期
が
三
世
紀
前
半
に
溯
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
走
馬
楼
三
国
呉
簡
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
資
料
で
あ
る
こ
の
郴
州
呉
簡
に
も
明
瞭
な
三
節
構
造
を

も
つ
文
字
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
筆
記
文
字
の
実
態
把
握
が

さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
実
見
し
た
木
簡
で
は
、

Ｖ-

84
の
冒
頭
の
「
書
」
字
の
横
画
に
三
節
構
造
が
認
め
ら
れ
、

生
成
期
の
楷
書
の
息
づ
か
い
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）。

写
真
３

な
お
一
〇
号
古
井
（
J10
）
か
ら
出
土
し
た
西
晋
木
簡
に
つ
い
て

は
、
前
掲
「
湖
南
郴
州
蘇
仙
橋
遺
址
発
掘
簡
報
」
に
五
十
一
簡
の

図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
全
容
は
な
お
未
公
表
の
よ
う
で
あ

る
。
一
方
、
東
漢
簡
牘
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
書
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
二
〇
〇
四
年
出
土
の
東
牌
楼
東
漢
簡
牘
に
加
え
、
近
年

新
た
に
長
沙
市
内
の
地
下
鉄
「
五
一
広
場
駅
」
の
工
事
現
場
か
ら

約
一
万
枚
に
上
る
東
漢
期
の
紀
年
を
も
つ
簡
牘
が
出
土
し
、
現
在

整
理
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
公
表
さ
れ
れ
ば
、
漢

代
か
ら
三
国
時
期
を
経
て
晋
代
に
至
る
筆
記
文
字
の
実
態
を
、
大

量
の
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
書

体
変
遷
の
過
程
が
さ
ら
に
具
体
的
に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
訪
問
の
概
要
で
あ
る
。
最
後

に
張
春
龍
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
同
研
究
所
の
ご
高
配
と
懇
切
な

る
ご
教
示
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

�

（
福
田
哲
之
）
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